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写真 2-1-3佐奈川上流背後地

（4.5k付近）
背後の宅地地盤は高くなっ
ている 

その後、浸水被害を生じた庄地区の築堤を行うとともに、

本川下流部の漏水箇所における漏水対策を実施し、さらに、

水位低下のため平成12年には蓮ダムの操作規則の変更を行

った。しかし、平成６年９月洪水と同規模の洪水が再来し

た場合、本川下流においては、大平橋による堰上げなどに

より、一部区間において計画高水位を越えることが想定さ

れる。

また、支川佐奈川では昭和54年10月洪水の西山橋地点の

流量が約130m3/sとなり、流量観測が開始された昭和45年以

降最大であり、上流部において計画高水位を上回ったが、

背後の宅地地盤が高いため、大きな被害は発生していない。

その後、洪水の水位を低下させるため、河道掘削や護岸

の整備を行っている。

堤防の整備状況は、大臣管理区間の堤防整備が必要な区間46.4kmに対し75％が概成し未

施工が25％である。未施工区間は背後地が高い新両郡橋上流の大部分及び佐奈川の大峯
おおみね

橋

上流であり、 田可上堰から下流は上定堤防が多い。

堤防や河岸を侵食から守る護岸の整備状況は、低水護岸の整備は本川で12.2km、佐奈川

で7.6km、高水護岸の整備は本川で11.4km、佐奈川で3.0kmとなっており、水衝部の未対策

箇所がある。

また、漏水対策については漏水が発生した箇所を重点的に整備を行ってきたが、旧河道

跡等漏水の可能性のある箇所が残されている。

このような状況で、平成６年９月洪水と同規模の洪水が発生し、背後地盤が堤防より低

く、また堤防が上定堤防となっている 田可上堰下流で 破堤した場合、面積約2,900ha、約

3,000世帯が浸水する大きな被害が想定される。
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図 2-1-4 護岸の整備状況
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図 2-1-5 漏水対策の実施状況
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生物化学田酸素要求量(BOD)田田田Biochemical Oxygen Demand 田略称田溶存酸素田十分あ田状態で田田中田有
機物田好気性微生物田水水分解水水田水き田消費水水田酸素田量を表ま田有
機物田染田程度を示ま田標水田田田（田田Ａ田田 2mg/l以ま）

田素イオン濃度（pH）田田田田田田田田酸性田アルカリ性田度合田を示ま田標田pH※田中性で田そ水水水数値田
大き田水き田アルカリ性田小水田水き田酸性水田田田
通常田 pH 7程度であ田田田海田田地質田田染田ど田水水酸性/アルカリ性を

示まこ水田あ田田（田田Ａ田田 6.5～8.5）
浮遊物質量(SS)田田田田田田田田 Suspended Solids 田略称田田中田浮遊田懸田田田田田田直径２ｍｍ以ま田

粒子状物質田量で田透明度田田標水田田田（田田Ａ田田 25mg/l以ま）

大 腸 菌 群 数田田田田田田田田 大腸菌田水び大腸菌水性質田似田田田細菌田数田
こ水田田屎尿田染田田標水田田田（田田Ａ田田 1,000MPN/100ml以ま）

総 窒 素田田田田田田田田 窒素化合物全体田量田窒素田ま植物田増殖田欠田せ田田元素で田富栄養化田

目田水田田田
総 リ ン田田田田田田田田 リン化合物全体田量田窒素水同じく田リンもま植物田増殖田欠田せ田田元素

で田富栄養化田目田水田田田

化学田酸素要求量(COD)田田田田田Chemical Oxygen Demand 田略称田田中田有機物田どを酸化剤田どで好気酸化
ま田水き田消費水水田酸化剤田量を表ま田有機物田染田程度を示ま田標水田
田田河田田田田田田田田田田湖沼田ど田田田め田水田田田田

田田田田沿田※市町村田公共ま田道や合併浄化槽田ど田水田生活排田田処理率田田田田13

田度末で約43％田留まっ田田水田全国田均田74%田比べ田も低く田生活排田田田入等田水水窒

素やリン田富栄養化物質田ま田ほど増加田田田田田

図 2-1-22 田田田田質田田変化 （田田 11田度）
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第３項 河川環境の現状と課題

１ 河川空間の利用

田田田田田田田田田田田田田田田田

高水敷田一部が農耕地や牧草地として田

田されて田る。魚見橋付近(4.2k)に整備

されて田るさ田敷ささや田ささ田と 田

田田合流点に田桜づつみささ田蓮ダム湖

右岸に整備された津本ささ田田スポーツ

や散策など住民田憩田田場として田田さ

れて田る。

写真 2-1-9 高水敷田農耕地田田（7-8k付近） 
 

写真 2-1-11 さ田敷ささ (4.2k右岸)

写真 2-1-10 ささ田 桜づつみささ 
さ田田田者が基盤整備を行田田多気町が桜並木

やゲートボール場田ミニゴルフ場などを整備し平
成 11年に開さしたささで地元住民を中心に田田さ
れて田る。

写真 2-1-12 津本ささ（蓮ダム湖右岸）
水源地域田自然田豊かさや田水田田切さ田ダ

ム田必要性を知ってもらうため平成４年に整備

され田毎年春に開催される「奥香肌湖春まつり」

田田飯高町観光協会など田地元団体を中心に実

行され多く田人で賑わ田を見せて田る。 
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２ 河川環境

田田田田田田 1,000m級の山々が連なる山間地帯を渓流となって流れ田その後細長い羽状

の流域を下り田両郡橋付近から伊勢平野に出て田園地帯を流下している。

山間渓谷部を流れる上流部田田1,000m級の山々が連なる山

間地域でスギ田ヒノキの人工林の間にブナの原生林やモミ田

シデなどの樹林が残存するほか田トガサワラの本州の北限分

布地となっている。このような樹林地帯に田田樹林の環境に

依存するモリアオガエル田ホンドザル田ニホンカモシカなど

の動物が生息している。さらに田田
たか

滝など点在する滝が変化

に富む渓谷美を形成している。このような水辺等に田田三重

県指定の天然記念物であるオオダイガハラサンショウウオ

を田じめ田アマゴ田タカハヤ田ゲンジボタルなど山間の清流

に棲む生物の生息がみられる。

中流部田大小の屈曲を繰り返して河岸段丘の谷間を

流れ田至る所で岩盤が露出するとともに砂州や瀬田淵

が連続し田九十九曲
つ づ ら く ま

の流れ田恵比寿
え び す

河原
が わ ら

田大石
お い し

といっ

た景勝地を構成しており田これら田合わせて香肌峡とよ

ばれ田県立自然公園に指定されている。また田沿田に田

スギ田ヒノキの植林やシイ田カシ萌芽林などの樹林が連

続し田林内に田ハコネサンショウウオ田ギフチョウ田オ

オムラサキなどが生息している。

また田水辺に田清流 田田をままするアまや田ま指定

の天然記念物であるネコギギなどの魚類を田じめ田ヤマ

セミ田エナガ田ヤマガラなどの鳥類が生息する。また田

ま指定の特別天然記念物であるオオサンショウウオが

確認されている。

下流部田伊勢平野の南端を流れ田松阪市法田付近で祓田を分派する。本田の沿田に田松阪

市の市街地や田園地帯が広がっている。本田の河岸に田竹類田エノキ田ジャヤナギ田カワラ

ハンノキなどの河畔林が分布し田チュウサギやカワウなどが集団営巣地として利用している。

両郡橋下流及び東黒部頭首工下流で田アまの産卵場が見られ田また両郡橋の上流で田瀬田淵

が発達している。

また田新両郡橋から下流で田田頭首工の湛水区域が連続し流れの緩やかな区間が連続する

ことなどから田ヨシ田ヒメガマ田マコモなどの水生植物が繁茂し田止水環境を好むトンボ類

等の水生昆虫が生息している。また田ヨシ原に依存するオオヨシキリの営巣や田湛水面を利

用するカモ類の休息の姿を見ることができる。

写真 2-1-13 上流部の環境

（宮
みや

の谷
たに

田滝）

写真 2-1-14 中流部の環境 
（恵比寿河原） 
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ま 2-1-6 田田流域で生息が田田されている田重な動植物

貴重な動植物

哺乳類 ホンドザル、ニホンカモシカ、ホンドモモンガ

鳥類

カンムリカイツブリ、カワウ、チュウサギ、ミサゴ、オオタカ、ハイタカ、クマタカ、チ

ュウヒ、ハヤブサ、チョウゲンボウ、サンショウクイ、タマシギ、シロチドリ、タゲリ、

コアジサシ、ヤマセミ、カワセミ、オオヨシキリ、オシドリ、ハチクマ、ヤマドリ、アカ

モズ、クロツグミ、サンコウチョウ

両生類
オオサンショウウオ、オオダイガハラサンショウウオ、ハコネサンショウウオ、ブチサン

ショウウオ、タゴガエル、カジカガエル、ダルマガエル、モリアオガエル

魚類

スナヤツメ、イチモンジタナゴ、ズナガニゴイ、スジシマドジョウ小型種東海型、アブラ

ボテ、シロヒレタビラ、ネコギギ、ギバチ、アカザ、メダカ、カマキリ、ウツセミカジカ、

ニクハゼ、カジカ

陸上昆虫類

コフキトンボ、ツチゴキブリ、アオマツムシ、ヒメジュウジナガカメムシ、ゲンジボタル、

ヒメボタル、ニッポンハナダカバチ、オオサカサナエ、クロアシエダトビケラ、ハルゼミ、

ウシカメムシ、セダカテントウダマシ、フリッツェホウジャク、オオムラサキ、ギフチョ

ウ、カマドコオロギ、オオセンチコガネ、タッタカモクメシャチホコ、バンタイマイマイ、

イシカゲチョウ、スギタニルリシジミ、ツマジロウラジャノメ、セダカテントウダマシ、

オオダイセマダラコガネ、ムカシトンボ

底生動物
マルタニシ、モノアラガイ、マツカサガイ、ヒメサナエ、キイロヤマトンボ、コフキトン

ボ、ヨコミゾドロムシ、コオイムシ

植物

ヤシャゼンマイ、ミズワラビ、オオバノハチジョウシダ、カワラハンノキ、カワラナデシ

コ、ハママツナ、コウホネ、ヤナギイノコズチ、オガタマノキ、ミヤコアオイ、ヒメカン

アオイ、イシモチソウ、タコノアシ、ユキヤナギ、カワラサイコ、ハマボウ、ヒメミソハ

ギ、ケヤマウコギ、カラタチバナ、ハマサジ、ミゾコウジュ、カワヂシャ、ムシトリスミ

レ、カワラハハコ、カワラヨモギ、フクド、ウラギク、シライトソウ、アイアシ、ナガミ

ノオニシバ、ミクリ、シオクグ、ムカデラン、シュンラン、クマガイソウ、アケボノシュ

スラン、ミヤマウズラ、オオバノトンボソウ、チャルメルソウ、ハガクレツリフネソウ、

ギンリョウソウ、イワナンテン、レンゲツツジ、コバノミツバツツジ、センブリ、イナモ

リソウ、ミカエリソウ、イワタバコ、ナベワリ、ショウジョウバカマ、ササユリ、リンド

ウ、クモキリソウ

シロヒレタビラ 
（提供：清水義孝氏）

コアジサシ 
（提供：市田雄二氏） 

オオヨシキリ 
（提供：市田雄二氏）

ハマボウ 
（提供：清水善吉氏）

モリアオガエル
(出典：決定版日本の両生類)

ギフチョウ
(出典：日本のレッドデータブック三重)
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図 2-1-25 蓮ダムにおける水質問題と対策の実施状況 






